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IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400

29.2kDa

HLA-DPB1

DPB1; HLA-DP; HLA-DPB; HLA-DP1B
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Serial Dilutions of Antibody
—— Control Anigen= 100eg —— Amizer= 10nz
—— Antiger= 0eg —— Amizer= 10ng
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	応用
	抗原情報
	背景
	HLA-DPBは、HLAクラスIIベータ鎖パラログに属します。このクラスII分子は、膜に固定されたアルファ鎖（DPA）とベータ鎖（DPB）からなるヘテロダイマーです。細胞外タンパク質由来のペプチドを提示することで、免疫系で中心的な役割を果たします。クラスII分子は、抗原提示細胞（APC：Bリンパ球、樹状細胞、マクロファージ）で発現します。ベータ鎖は約26～28kDaで、その遺伝子には6つのエクソンが含まれています。エクソン1はリーダーペプチドを、エクソン2と3は2つの細胞外ドメインを、エクソン4は膜貫通ドメインを、エクソン5は細胞質テールをコードします。DP分子内では、アルファ鎖とベータ鎖の両方にペプチド結合特異性を指定する多型が含まれ、最大4つの異なる分子が生成されます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	HLA-DPB1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した RAJI 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	HLA-DPB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。
	

	HLA-DPB1 マウス mAb と DAB 染色を用いたパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。
	

	HLA-DPB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ラット胸腺組織の免疫組織化学分析。
	

	HLA-DPB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ウサギ胸腺組織の免疫組織化学分析。

